
タマネギの産地判別技術

ＪＡＳ法の改正により、生鮮食品の産地表示が義務付けられ、産地を確かめる手法の確立が急が

目 的

れています。当センターでは兵庫県の特産物の産地判別技術の確立を目指しており、タマネギにつ
いて、(独)農業・食品産業技術総合研究機構等との共同研究で、ＤＮＡ解析による品種判別、無機元
素解析及びストロンチウム同位体比分析による産地判別技術を開発しました。

研究の取組

DNAマーカーによる品種判別技術
表 各品種のマーカー存在頻度調査結果

タマネギは産地ごとに適品種が栽培されており、

主要１０品種で作付け面積の９９％を占めています。

DNAマーカーによる品種判別技術を開発しました。

無機元素組成解析による産地判別技術 ストロンチウム同位体比による産地判別技術
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図　品種Ａ各個体からのマーカー１，２検出

表　各品種のマ カ 存在頻度調査結果

生物工学部（農林水産消費技術センター等との共同研究）

環境部（農業環境技術研究所等との共同研究）

機 素組成解析 産 別技術 体 産 別技術

環境部（食品総合研究所等との共同研究）

土(産地)が違うと元素の量が違う

植物は土の元素情報を持っている

産地判別に利用
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図　淡路産タマネギに対する外国産の比率 （一例 ）

0

N a M g C a C o S r M o C d

産地によりタマネギの無機元素組成が
異なり産地判別が可能です。

国産と中国産では、ストロンチウム濃度や
同位体比が異なり、産地判別が可能です。
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兵庫県立農林水産技術総合センター 環境部、生物工学部

主要品種（国内18、海外13）の品種判定が可能となり、産地の特定又は限定に役立ちます。
タマネギ可食部の無機元素組成解析により、産地判別がおおむね（８割程度）可能となりました。
タマネギ表皮のＳｒ同位体比分析により、 国産と中国産の産地判別がほぼ可能となりました。
DNAマーカーによる品種判別技術、Ｓｒ同位体比分析及び無機元素組成を組み合わせると、
ほぼ100%国産と外国産の判別が可能となります。


